
公
民
館
五
部
門
委
員
名
簿

●
運
営
委
員
会

◎
古
市
昭
太
郎
連
合
会
長

青
木　

茂
雄
連
合
副
会
長

手
塚　

義
雄
連
合
副
会
長

後
藤　

隆
一
元
連
合
町
会
長

高
橋
三
千
雄
元
連
合
副
会
長

青
栁　

嘉
朗
元
連
合
副
会
長

青
柳　

美
一  
元
育
成
会
会
長

山
本　

英
男  
元
館
報
編
集
委
員
長

筒
井　

秀
子  
元
町
内
公
民
館
長
会
会
長

井
垣　

陽
子  

元
日
赤
奉
仕
団
団
長

●
文
化
委
員
会

◎
井
垣　

陽
子
宮
渕
東

胡
桃
澤
邦
彦
宮
渕
本
村

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

須
沢　

恭
子
駒　

町

大
月　

眞
弓
宮
渕
東

金
子　

久
子
蟻
ケ
崎
西

永
森　
　

満
白
板
中

●
館
報
編
集
委
員
会

◎
小
林
佳
世
子
宮
渕
本
村

後
藤　

京
子
宮
渕
東

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

鶴
木　
　

忍
白
板
宮
本 

丸
ノ
内
中
学
生
徒

●
館
報
全
市
版
委
員

町
内
公
民
館
長
会
副
会
長

高
山　

剛
正
白
板
中

●
図
書
視
覚
委
員
会

◎
青
木　

洋
子
白
板
宮
本

土
屋　

道
子
折
井
町

●
体
育
委
員
会

◎
青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

鶴
木　

規
泰
白
板
宮
本

松
岡　

秀
典
宮
崎
町

須
澤　
　

昇
駒　

町

赤
穂　

弘
樹
宮
渕
本
村

和
田　

鈴
子
城
西
町

田
原　

真
紀
蟻
ケ
崎
西

大
石　

淑
子
宮
渕
東

◎
は
、
委
員
長
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     （35）7740

４
月
よ
り
校
長
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
宮
下
昌
史
と
申
し
ま

す
。
前
任
は
中
信
教
育
事
務
所
で
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
全
校
生
徒
２
５
１

名
、職
員
31
名
で
伝
統
の「
自
治
の
精
神
」

を
大
切
に
し
た
、
生
徒
主
体
の
学
校
生

活
を
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
新
し
い
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
と
な
り
、
加
え
て
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
（
一
人
一
台
端
末
）
も
導
入
さ

れ
生
徒
の
学
び
に
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
変
化
は
予
測
不
能
な

未
来
を
生
き
抜
く
生
徒
た
ち
に
付
け
る

力
を
考
え
た
学
校
教
育
の
大
き
な
変
革

で
す
。
本
校
で
も
探
究
の
学
び
に
重
点

研
究
を
お
き
、
学
び
を
シ
ン
カ
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
あ
る
丸
ノ
内
中

学
校
を
創
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
で
、
白

板
地
区
公
民
館
主
事
と
し
て
配
属
と

な
り
ま
し
た
、
片
桐
史
門
と
申
し
ま

す
。
健
康
福
祉
部
生
活
福
祉
課
か
ら

異
動
と
な
り
早
く
も
２
ヶ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

公
民
館
の
役
割
は
、
人
々
の
暮
ら

し
に
関
わ
る
身
近
な
生
活
課
題
や
そ
れ

ら
に
基
づ
く
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
公
民
館
主
事
の
役

割
は
、
公
民
館
の
役
割
を
全
う
す
る
た

め
に
、
①
学
習
環
境
の
整
備
を
し
、
②

住
民
が
自
身
で
学
習
で
き
る
よ
う
援

助
を
し
、
③
住
民
自
身
で
課
題
を
解
決

し
て
い
く
手
助
け
を
行
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
白
板
地
区

の
み
な
さ
ま
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
公
民

館
の
講
座
等
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々

と
深
く
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
元
気
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

令
和
4
年
度　

白
板
地
区　

町
会
長
役
割
分
担
名
簿

丸ノ内中学校
校長

宮下　昌史

白板地区公民館
主事

片桐　史門

令
和
４
年
度
白
板
地
区

町
内
公
民
館
長
名
簿

初
め
ま
し
て

◆
地
区
町
会
連
合
会

会
　

長
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

副

会

長
青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

副

会

長
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

会

 

計
北
澤　

富
夫
白
板
南

監

 

事 

倉
田　

文
衛
放
光
寺

監

 

事
和
田　
　

稔
城
西
町

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

忠
地　

基
晴
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

谷
崎　

公
威
宮
崎
町

◆
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

支

会

長
中
沢　
　

茂
折
井
町

副
支
会
長
忠
地　

基
晴
宮
渕
日
向

理
　

事
田
中　

紀
夫
白
板
中

会
　

計
小
原　
　

茂
駒　

町

監
　

事
北
原　

和
幸
宮
渕
本
村

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会
　

長
手
塚　

義
雄 

宮
渕
東

副

会

長
倉
田　

文
衛
放
光
寺

監
　

事
北
澤　

富
夫
白
板
南

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
企
画
委
員

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

忠
地　

基
晴
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

谷
崎　

公
威
宮
崎
町

◆
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

会
　

長
田
中　

紀
夫
白
板
中

副

会

長
大
堀　

紀
子
巴　

町

監

 

事
小
原　
　

茂
駒　

町

◆
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会

 

長
竹
内　

正
直
宮
渕
新
橋

◆
衛
生
協
議
会
町
会
担
当

担

 

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
明
る
い
選
挙
推
進
代
議
員

幹
　

事
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

担
　

当
和
田　
　

稔
城
西
町

◆
国
道
推
進
員

委
　

員
竹
内　

正
直
宮
渕
新
橋

委
　

員
北
原　

和
幸
宮
渕
本
村

◆
防
災
部
町
会
担
当

担
　

当

中
沢　

 

茂
折
井
町

◆
白
板
地
区
公
民
館

担
　

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

担
　

当
大
堀　

紀
子
巴　

町

※
特
別
任
命
担
当

◆
緑
化
推
進
員

担
　

当
青
栁　

嘉
朗
宮
渕
本
村

◆
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会

担
　

当

永
森　

 

満
白
板
中

は
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
館
報
編
集

委
員
会
は
４
月
28
日
に
行
い
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
・
五
部
門
委
員
会

井
垣　

陽
子

宮

渕

東

中
村　

清
美

宮
渕
日
向

赤
木　

建
夫

宮
渕
新
橋

監　

事

青
柳　

元
彦

宮
渕
本
村

新
井　
　

滋

放

光

寺

会　

長

蜂
谷　
　

泉

蟻
ケ
崎
西

北
野　

町
子

宮

崎

町

須
沢　

恭
子

駒　

町

藤
澤　

文
雄

巴　

町

山
内　

俊
輔

城

西

町

中
沢　
　

茂

折

井

町

鶴
木　
　

忍

白
板
宮
本

副
会
長

高
山　

剛
正

白

板

中

会　

計

武
居　

良
和

白

板

南

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た

�

岩
垂
　
宏
直

4
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

白
板
地
区
公
民
館
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、
講
座
や
地

域
づ
く
り
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
古
市
連
合
会
長
が
よ
く
、

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
白
板
地
区
は

気
寄
り
の
い
い
街
」
と
い
う
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
教
育
委
員
会
を
離
れ

市
長
部
局
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た

が
、
地
区
で
の
経
験
を
活
か
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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松
本
の
風
土
記

～
知
ら
れ
ざ
る
松
本
の
ひ
な
祭
り
～

３
月
12
日
（
土
）
午
後
、
白
板

地
区
公
民
館
大
会
議
室
で
雛
飾
り

等
に
つ
い
て
、「
知
ら
れ
ざ
る
松
本

の
ひ
な
祭
り
」
と
題
し
て
、
市
民

学
芸
員
２
名
、
博
物
館
木
下
館
長
、

と
公
民
館
長
に
よ
る
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
15
名
で
し
た
。

講
師�

内
藤　
哲
夫 

館
長

登
録
受
講
者�

13
名

講
師�

古
市　
昭
太
郎 

先
生

登
録
受
講
者�

８
名

講
師�

鈴
木　
久
美 

先
生

�

天
野
有
希
子 

先
生

登
録
受
講
者�

8
名

私
達
の
中
学
校
「
丸
ノ
内
中
学
校
」

で
は
役
員
だ
け
が
生
徒
会
を
つ
く
る

の
で
は
な
く
「
全
員
」
が
生
徒
会
を

支
え
、
動
か
し
て
い
く
と
い
う
形
が

基
本
で
す
。
普
段
の
生
徒
会
で
は
、

各
委
員
会
が
別
々
の
活
動
を
し
、
委

員
長
が
立
て
た
計
画
に
そ
っ
て
実
行

に
移
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
生
徒

会
を
回
し
て
い
く
基
本
の
構
図
で
す
。

し
か
し
、
我
が
中
学
校
で
は
学

芸
発
表
会
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
文
化

祭
の
よ
う
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
行
事
で
は
各
委
員
会
が
手
を
取
り

合
っ
て
協
力
し
、
成
り
立
た
せ
る
義

務
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
く
ら
い
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
が
数
々

あ
り
ま
す
。
先
程
も
書
き
ま
し
た

が
、
こ
の
学
芸
発
表
会
と
い
う
行
事

は
、
各
委
員
会
が
手
を
取
り
合
っ
て

活
動
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で

す
。
こ
の
行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、自
分
に
と
っ
て
ま
た
他
人
に
と
っ

て
良
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
、
全

員
が
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
全
校
が
手
を
取
り

合
っ
て
協
力
す
る
様
は
丸
ノ
内
中
学

校
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
の
一
つ
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

丸
ノ
内
中
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
は

も
ち
ろ
ん
他
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
体
育
大
会
と
い
う
行
事
に
向
け
て

の
姿
で
す
。
体
育
大
会
と
い
う
行
事

で
は
、
主
に
大
縄
跳
び
を
や
り
ま
す

（
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
こ
の
記
録

を
全
校
で
競
う
の
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
「
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い

戦
い
！
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ほ
ど
ア
ツ
い
大
会
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。
練
習
時
間
は

1
カ
月
と
あ
ま
り
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
学
活
の
時
間
を
削
っ
た
り

し
て
で
も
練
習
す
る
ク
ラ
ス
が
続
出

し
ま
し
た
。
精
一
杯
声
を
出
し
な
が

ら
全
力
で
跳
ぶ
姿
に
は
、
と
て
も
や

る
気
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
昨
年

は
で
き
な
か
っ
た
音
楽
会
で
も
同
じ

で
す
。
素
晴
ら
し
い
合
唱
に
す
る
た

め
、
練
習
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
姿
に
も
、
や
る
気
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
ノ
内
中
学
校
で

は
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
協

力
し
あ
っ
て
行
事
や
生
徒
会
を
成
り

立
た
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
至

る
練
習
の
姿
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

最
高
学
年
と
な
っ
た
今
、
こ
の
丸
ノ

内
中
学
校
の
伝
統
と
と
も
に
生
徒
会

も
引
き
継
が
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
い
ま
す
。
私
が
卒
業
し
た

後
で
も
、
こ
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
、

続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

３
年
３
組　
棚
橋　
希
心

治
自

の
鐘

治
自

の
鐘

校
学
中
内
ノ
丸

㉒

講
師
は
２
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導

士
の
鈴
木
紗
織
氏

で
、
人
間
の
筋
肉

は
６
５
０
あ
り
そ

の
う
ち
の
４
０
０

を
使
う
体
操
だ
と

説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
3
月
16
日
参

加
者
10
人
、
4
月

20
日
参
加
者
12

人
。

　
丸
ノ
内
中
学
校
の
生
徒
会

ラ
ジ
オ
体
操

寄
贈
さ
れ
た

マ
ッ
チ
棒
で
製
作
の
松
本
城
　

▪
白
板
地
区
公
民
館
職
員

公
民
館
長　
内
藤
哲
夫

主　
　

事　
片
桐
史
門

事
務
職　
小
割
明
美

事
務
職　
渡
辺
明
子

以
上
の
体
制
で
公
民
館
業

務
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

正しいラジオ体操正しいラジオ体操

田川小1年下校時　付添・見守り

押絵雛、御殿飾り、両節句について、市民学押絵雛、御殿飾り、両節句について、市民学
芸員の講和芸員の講和

カップ3個重ねて、花を活けるカップ3個重ねて、花を活ける

暮らしの花

健康吹き矢

月1回のペースで、年12回。第1回は上高地の歴史月1回のペースで、年12回。第1回は上高地の歴史
についてについて

神
河
内
、
神
高
地
、
神
合
地
、
神
降
地

と
地
名
の
書
き
方
が
あ
る
が
、上
高
地
は

いつ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
てい
る
の
か
…

新・岳都「ウェストンと上高地」 講座講座
始まり
ました


